
5　　鶴間和幸先生略歴

鶴
間
和
幸
先
生
略
歴

略
歴

一
九
五
〇
年
一
二
月　
　

東
京
都
に
生
ま
れ
る

一
九
六
九
年
三
月　
　
　

東
京
都
立
立
川
高
校
卒
業

一
九
七
四
年
三
月　
　
　

東
京
教
育
大
学
文
学
部
史
学
科
東
洋
史
学
専
攻
卒
業

一
九
七
四
年
四
月　
　
　

東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
東
洋
史
学
専
門
課
程
修
士
入
学

一
九
七
七
年
四
月　
　
　

同
研
究
科
博
士
課
程
進
学

一
九
八
〇
年
三
月　
　
　

同
課
程
退
学

一
九
八
〇
年
四
月
〜
一
九
八
一
年
三
月　

日
本
学
術
振
興
会
奨
励
研
究
員

一
九
八
一
年
四
月　
　
　

茨
城
大
学
教
養
部
講
師

一
九
八
二
年
一
〇
月　
　

同
助
教
授

一
九
八
五
年
四
月
〜
一
九
八
六
年
一
月　

中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
外
国
人
研
究
員
（
日
本
学
術
振
興
会
特
定
国
派
遣
）

一
九
九
四
年
四
月
〜
一
九
九
六
年
三
月　

茨
城
大
学
教
養
部
教
授

一
九
九
六
年
四
月
〜
二
〇
二
一
年
三
月　

学
習
院
大
学
文
学
部
教
授
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一
九
九
六
年
四
月
〜　
　

茨
城
大
学
五
浦
美
術
研
究
所
客
員
所
員

一
九
九
八
年
九
月　
　
　

博
士
（
文
学
）（
東
京
大
学
）

二
〇
〇
〇
年
三
月
〜
二
〇
〇
二
年
三
月　

中
国
出
土
資
料
学
会
会
長

二
〇
〇
二
年
四
月
〜
二
〇
〇
六
年
三
月　

学
習
院
大
学
教
職
課
程
主
任

二
〇
〇
三
年
二
月
〜
二
〇
〇
四
年
一
月　

文
部
科
学
省
科
学
技
術
・
学
術
審
議
会
専
門
委
員

二
〇
〇
三
年
六
月
〜
二
〇
〇
五
年
五
月　

財
団
法
人
史
学
会
理
事

二
〇
〇
三
年
六
月
〜
二
〇
〇
五
年
六
月　

大
学
評
価
・
学
位
授
与
機
構
大
学
評
価
委
員
会
評
価
委
員

二
〇
〇
四
年
二
月
〜
一
二
月　

二
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
会
分
野
別
審
査
・
評
価
部
門
専
門
委
員

二
〇
〇
五
年
一
一
月
〜
二
〇
〇
九
年
一
〇
月　

日
本
秦
漢
史
学
会
会
長

二
〇
〇
六
年
四
月
〜
二
〇
〇
七
年
三
月　

長
期
研
修

二
〇
〇
六
年
一
二
月
〜
二
〇
〇
八
年　

外
務
省
日
中
歴
史
共
同
委
員
会
委
員

二
〇
〇
七
年
四
月
〜
二
〇
一
三
年
三
月　

学
習
院
大
学
人
文
科
学
研
究
所
所
長

二
〇
〇
七
年
六
月
〜
二
〇
〇
七
年
一
二
月　

二
一
世
紀C

O
E

プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
会
分
野
別
審
査
・
評
価
部
門
専
門
委
員

二
〇
〇
七
年
一
〇
月
〜
二
〇
一
三
年
三
月　

三
菱
財
団
人
文
科
学
部
門
選
考
委
員

二
〇
〇
八
年
六
月
〜
二
〇
一
〇
年
五
月　

財
団
法
人
史
学
会
理
事

二
〇
一
〇
年
〜　

財
団
法
人
日
中
友
好
会
館
文
化
事
業
諮
問
委
員
会
委
員

二
〇
一
一
年
二
月
〜
二
〇
一
三
年
一
月　

文
部
科
学
省
科
学
技
術
・
学
術
審
議
会
専
門
委
員

二
〇
一
二
年
四
月
〜
二
〇
一
六
年
六
月　

公
益
財
団
法
人
史
学
会
理
事
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二
〇
一
三
年　

人
間
文
化
研
究
機
構
連
携
研
究
中
間
実
績
評
価
委
員

二
〇
一
三
年　

日
本
学
術
振
興
会
国
際
企
画
委
員
会
委
員

二
〇
一
四
年
四
月
〜
二
〇
一
六
年
三
月　

学
習
院
大
学
文
学
部
史
学
科
主
任

二
〇
一
四
年　

日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
委
員
会
専
門
員

二
〇
一
七
年
四
月
〜
二
〇
一
八
年
三
月　

学
習
院
大
学
文
学
部
史
学
科
主
任

二
〇
一
七
年
一
〇
月
〜
二
〇
二
〇
年
九
月　

日
本
学
術
会
議
第
二
三
期
連
携
会
員

二
〇
一
七
年
三
月
〜　

汲
古
書
院
古
典
研
究
会
会
員

二
〇
一
八
年
四
月
〜
二
〇
一
九
年
三
月　

長
期
研
修

二
〇
一
九
年
四
月
〜　

東
洋
文
庫
研
究
員

二
〇
一
九
年
四
月
〜
二
〇
二
〇
年
三
月　

淑
徳
大
学
人
文
学
部
客
員
教
授

　

こ
の
間
、
金
沢
大
学
文
学
部
、
筑
波
大
学
人
文
学
類
、
慶
応
義
塾
大
学
文
学
部
、
お
茶
の
水
大
学
文
教
育
学
部
、
大
阪
大
学
文
学
部
、

静
岡
大
学
文
学
部
、
茨
城
大
学
教
育
学
部
、
新
潟
大
学
人
文
学
部
、
日
本
大
学
文
理
学
部
、
東
京
大
学
文
学
部
、
茨
城
大
学
人
文
学
部
、

立
正
大
学
文
学
部
、
東
京
都
立
大
学
人
文
学
部
、
山
口
大
学
人
文
学
部
、
九
州
大
学
文
学
部
、
國
學
院
大
學
大
学
院
文
学
研
究
科
で
非

常
勤
講
師
を
務
め
る
。


